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１ 次期学習指導要領改訂の方向性 － 何を学ぶか 



教科型 【小学校高学年】 年間70単位時間 

目標例：例えば、馴染みのある定型表現を使って、自分の好きなものや
家族、一日の生活などについて、友達に質問したり質問に答えたりでき
るようにする。 

○ 「聞く」「話す」に加え、「読む」「書く」の育成も含めたコミュニケーショ
ン能力の基礎を養う。 

○ 学級担任が専門性を高め指導、併せて専科指導を行う教員を活用、
ALT等を一層積極的に活用。 

教科として系統的に学ぶため、効果的な「繰り返し学習」としてモジュー
ル学習も活用。 

活動型 【中学年】 年間35単位時間 

○目標：「聞く」「話す」を中心としたコミュニケーション能力の素地を養う 

○主に学級担任がALT等を一層積極的に活用したＴ･Ｔを中心とした指
導。 

１ 次期学習指導要領改訂の方向性 － 何を学ぶか 



【中学校】  

目標例：例えば、短い新聞記事を読んだり、テレビのニュースを見たりし
て、その概要を伝えることができるようにする。 

○ 身近な話題について理解や表現、情報交換ができるコミュニケーショ
ン能力を養う。 

互いの考えや気持ちなどを英語で伝え合う対話的な言語活動を重視し
た授業を英語で行うことを基本とする。 

 

【高等学校】 

目標例：例えば、ある程度の長さの新聞記事を速読して必要な情報を
取り出したり、社会的な問題や時事問題など幅広い話題について課題
研究したことを発表・議論したりすることができるようにする。 

○ 授業を英語で行うことを基本とするとともに、①４技能を総合的に扱
う言語活動、②特に、課題がある「話すこと」、「書くこと」において発信
力を強化する言語活動を充実（発表、討論・議論、交渉等） 
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１ 次期学習指導要領改訂の方向性 － 何ができるようになるか 



◎外国語やその背景にある文化を尊重し、外国語の見方・考え方を働かせ、
聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、簡単な情報や意見などの交
換などのコミュニケーションを行うことができる資質・能力を次のとおり育成す
る。 
 
①【知識・技能】 外国語を通じて、言語の働きや役割などを理解し、外国語
の音声、語彙・表現、文法を、４技能（聞くこと、読むこと、話すこと、書くこと）
において実際のコミュニケーションの場面で運用できる技能を身に付ける。 
 
②【思考力・判断力・表現力等】 外国語で具体的に身近な話題についての
理解や表現、簡単な情報や意見などの交換などができるコミュニケーション
の力を養う。 
 
③【学びに向かう力・人間性】 他者を尊重し、聞き手・読み手・話し手・書き
手に配慮しながら、コミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図る。 

育成すべき資質・能力の三つの柱（外国語WG6/15案） 

１ 次期学習指導要領改訂の方向性 － 何ができるようになるか 





資質・能力の育成と 
主体的・対話的深い学び（「アクティブ・ラーニング」の視点）の関係（イメージ）（案） 

知識・技能 

思考力・判断力・ 
表現力等 

学びに向かう力・ 
人間性 

｢アクティブ・ラーニング｣の３つの視点からの 
学習過程の質的改善 

                    深い学び 
    対話的な学び 
 
  
      主体的な学び 

※｢習得･活用･探究の見通し｣とは、習得された知識･技能が思考･判断･表現において活用されるという一方通行の過程のみではなく、思考･判断･表現を経て
知識･技能が生きて働くものとして習得される過程や、思考･判断･表現の中で知識･技能が更新されたりする過程なども含む。 

※基礎的･基本的な知識･技能の習得に課題が見られる場合においては、教科等の特質に応じ、知識･技能の習得を中心とした学習を、｢深い学び｣の前提とし
て習得状況に応じ行う必要がある。その際には、例えば｢主体的な学び」の視点から学びへの興味や関心を引き出すことなども併せて重要である。 

｢カリキュラム･マネジメント｣を通じて他教科等の学習過程とも連携 

◆「アクティブ・ラーニング」の視点は、知識・技能を生きて働くものとして習得することを含め、育成すべき資質･能
力を身につけるために必要な学習過程を実現するためのもの。こうした三つの視点※を明確にすることにより、授業や
カリキュラムの改善に向けた取組を活性化するもの。※三つの視点は、学習過程の中で相互に関連し合うものであることに留意 

◆学習内容の量を削減するのではなく、学習過程の質的改善を行うもの。また、生きて働く知識･技能の習得を含む資
質･能力の獲得には、学習内容の深い理解が不可欠であり、｢主体的な学び｣｢対話的な学び｣のみならず「深い学び」の
重要性にも留意。 

生きて働く知識・技能の習得 

未知の状況にも対応できる 
思考力・判断力・表現力等の育成 

学びを人生や社会に生かそうとする 

学びに向かう力・人間性の涵養 



「深い学び」の過程 

 言語の働きや役割に関する理解、外国語の音声、語彙・表現、文法の
知識や、それらの知識を４技能において実際のコミュニケーションで運
用する技能を習得し、実際に活用して、情報や自分の考えなどを書いた
り話したりする中で、資質・能力の三つの柱に示す力が総合的に活用・
発揮されるようにする。このため、授業において、コミュニケーション
を行う目的・場面・状況等に応じた言語活動を効果的に設計することが
重要である。 

 

（中学校 外国語科） 

○具体的で身近な話題についての理解や表現、簡単な情報交換ができる
能力の育成 

 →互いの考えや気持ちなどを外国語で適切に伝え合う対話的な言語活
動を重視し、単に自分の考えや気持ち、事実などを聞き手に正しく伝え
たり、出来事や体験したことなどについて書いたりするだけでなく、聞
いたり読んだりしたことを基に問答したり意見を述べ合ったりすること
や、感想、賛否やその理由を書いたりすることなど、複数の技能を統合
した言語活動を豊富に経験することが重要。 

 

 

「アクティブ・ラーニング」の視点からの授業改善 

１ 次期学習指導要領改訂の方向性 － どのように学ぶか 



「対話的な学び」の過程 

 他者を尊重し、対話的な学びを通じて社会や世界との関わりを通じて
情報や考えなどを伝え合う言語活動の改善・充実を図ることが重要であ
る。このため、次期改訂においては、言語の果たす役割として他者との
コミュニケーション（対話や議論等）の基盤を形成する観点を資質・能
力全体を貫く軸として重視しつつ、創造的思考とそれを支える論理的思
考、感性・情緒を育成する観点からも求められる資質・能力が明確にな
るよう整理することを通じて、外国語教育の改善・充実を図る。 

 

（中学校 外国語科） 

○中学校段階で育成すべき「思考力・判断力・表現力等」 

→「互いの考えや気持ちなどを理解し、根拠を持って外国語で伝え合う
力」であることをより明確にする。 

 他者を尊重し、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外
国語でコミュニケーションを図ろうとする態度などを育成することにつ
いて明確にする。 

 

 

「アクティブ・ラーニング」の視点からの授業改善 

１ 次期学習指導要領改訂の方向性 － どのように学ぶか 



「主体的な学び」の過程 

 外国語を学ぶことに興味や関心を持ち、どのように社会・世界と関わ
り、生涯にわたってどのように学んだことを生かそうとするかについて、
見通しを持って粘り強く取り組むとともに、自分の意見や考えを発信し
たり、評価したりするために、自らの学習活動を振り返って次の学習に
つなげることが重要である。このため、外国語教育においては、この学
びの実現に向けて、コミュニケーションを行う目的・場面・状況等を明
確に設定し、学習の見通しを立てたり振り返ったりする場面を設けると
ともに、発達段階に応じて、身の回りのことから社会や世界との関わり
を重視した題材を設定することなどが考えられる。 

 

「アクティブ・ラーニング」の視点からの授業改善 

１ 次期学習指導要領改訂の方向性 － どのように学ぶか 



小学校 外国語活動（３・４年生） 

外国語やその背景にある文化を尊重し、
他者との関わりの側面から言語を捉え、
目的・場面・状況等に応じて、外国語
で情報や考えなどを形成・整理・再構
築し、それらを活用して、外国語を話
したり書いたりして適切に表現し伝え
合うために考えること。 

中学校外国語科 見方・考え方（外国語WG6/15案） 

小学校 外国語科（５・６年生） 
外国語やその背景にある文化を尊
重し、他者との関わりの側面から
言語を捉え、目的・場面・状況等
に応じて、外国語で情報や考えな
どを形成・整理・再構築し、それ
らを活用して、外国語を話したり
書いたりして適切に表現し伝え合
うために考えること。 

中学校 外国語科 
外国語やその背景にある文化を尊重し、他者との関わりの側面か
ら言語を捉え、目的・場面・状況等に応じて、外国語で情報や考
えなどを形成・整理・再構築し、それらを活用して、外国語を話
したり書いたりして適切に表現し伝え合うために考えること。 

１ 次期学習指導要領改訂の方向性 － どのように学ぶか 



技能 

○ 学習評価には，児童生徒の学習状況を検証し，結果の面から教育水準の維持向上を保障する機能。 

○ 各教科においては，学習指導要領等の目標に照らして設定した観点ごとに学習状況の評価と評定を行う

「目標に準拠した評価」として実施。 

  ⇒きめの細かい学習指導の充実と児童生徒一人一人の学習内容の確実な定着を目指す。 

関心・意欲・態度 

思考・判断・表現 

知識・理解 

学力の３つの要素と評価の観点との整理 

主体的に学習に 
取り組む態度 

思考力・判断力 
・表現力等 

知識及び技能 

学力の３要素 
（学校教育法） 
（学習指導要領） 

学習評価の 
４観点 

 
指導計画等の作成 

 
指導計画を 
踏まえた 
教育の実施 

 
児童生徒の学習状況， 
指導計画等の評価 

 
授業や 

指導計画等の 
改善 

Ａｃｔｉｏｎ  

Ｐｌａｎ  

Ｄｏ  

Ｃｈｅｃｋ  

○ 学習評価を通じて，学習指導の

在り方を見直すことや個に応じた指

導の充実を図ること，学校における

教育活動を組織として改善すること

が重要。 
指導と評価の一体化  

学習指導と学習評価のＰＤＣＡサイクル 

観点別学習状況の評価について 

【現行】 【以下の３観点に
沿った整理を検討】 
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１ 次期学習指導要領改訂の方向性 カリキュラム・マネジメント 



１ 次期学習指導要領改訂の方向性 カリキュラム・マネジメント 



１ 次期学習指導要領改訂の方向性 カリキュラム・マネジメント 



「英語教育の在り方に関する有識者会議」報告(概要) 
小学校高学年教科としての目標イメージ 

外国語を通じて，言語や文化について体験的に理解
を深め，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態
度の育成を図り，外国語の音声や基本的な表現に慣
れ親しませながら，コミュニケーション能力の素地を
養う。 

外国語を通じて，言語や文化について体験的に理解
を深め，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態
度の育成を図り，身近で簡単なことについて外国語
の基本的な表現に関わって聞くことや話すことなどの
コミュニケーション能力の基礎を養う。 

外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，
積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育
成を図り，聞くこと, 話すこと, 読むこと, 書くことなどの
コミュニケーション能力の基礎を養う。 

外
国
語
活
動 

小
高
学
年
教
科 

中
学
校 

１ 次期学習指導要領改訂の方向性 小学校外国語 教科化について 



 

（1）身近で簡単なことについて話される初歩的な英語
を聞いて話し手の意向などを理解できるようにする。 

 

（2）身近で簡単なことについて，初歩的な英語を用い
て自分の考えなどを話すことができるようにする。 

 

（3）アルファベットや単語に慣れ親しみ，英語を読むこ
とに対する興味を育てる。 

 

（4）アルファベットを書くことに慣れ親しみ，英語を書く
ことに対する興味を育てる。 

「英語教育の在り方に関する有識者会議」報告(概要) 
小学校高学年教科としての目標イメージ 

１ 次期学習指導要領改訂の方向性 小学校外国語 教科化について 



奈良県教育委員会 

（生徒質問紙調査） 

〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉 
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1 2 3 4

家で、学校の授業の復習をしていますか 

 下のグラフにおいて、「家で復習をしている」と答えた生徒ほ
ど平均正答率が高く、「復習をしていない」と答えた生徒ほど
平均正答率が低い。 

 質問に対する回答結果と平均正答率との間に、このような
関係が見られるものを紹介する。 

１ している   

２ どちらかといえば  

  している 

３ どちらかといえば 

  していない   

４ していない 

平
均
正
答
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国
語
と
数
学
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２ 平成28年度 奈良県学力・学習状況調査結果より 



奈良県教育委員会 

○家庭学習状況 

 ・家で、自分で計画を立てて勉強をしている。 

 ・家で、学校の授業の復習をしている。 

 ・疑問に思ったことは自分で調べてみようと 

  思う。 
 

○自尊感情 

 ・ものごとを最後までやり遂げて、うれしかっ 

  たことがある。 

 ・自分は、先生から認められていると思う。 

 ・自分には、よいところがあると思う。 

〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉① 

（生徒質問紙調査） 

平成28年度 奈良県学力・学習状況調査結果より 



奈良県教育委員会 

〇規範意識 

 ・学校の規則を守っている。 

 ・友達との約束を守っている。 

 ・学校では、先生に挨拶をしている。 
 

○社会に対する興味・関心 

 ・地域や社会で起こっている問題や出来事に 

  関心がある。 

 ・テレビのニュース番組やインターネットの 

  ニュースを見ている。 

 ・家庭で、地域や社会で起こっている問題や 

  出来事を話題にしている。 

〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉② 

平成28年度 奈良県学力・学習状況調査結果より 

（生徒質問紙調査） 



奈良県教育委員会 

○授業において 

 ・小学校では、自分の考えを発表する機会が与 

  えられていたと思う。 

 ・小学校では、授業のはじめに目標（めあて、 

  ねらい）が示されていたと思う。 

 ・小学校では、授業の最後に学習内容を振り返 

  る活動をよく行っていたと思う。 

〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉③ 

（生徒質問紙調査） 

２ 平成28年度 奈良県学力・学習状況調査結果より 



奈良県教育委員会 
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授業のはじめに目標を示していますか 

示している どちらかといえば、示している どちらかといえば、示していない 示していない 

（教員質問紙調査） 

２ 平成28年度 奈良県学力・学習状況調査結果より 



奈良県教育委員会 
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授業の最後に学習内容を振り返る活動を行っていますか 

行っている どちらかといえば、行っている どちらかといえば、行っていない 行っていない 

（教員質問紙調査） 

２ 平成28年度 奈良県学力・学習状況調査結果より 



奈良県教育委員会 

61.8 28.8 6.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

県 11.4 13.0 18.8 56.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

県 

○ 学校に行くのは楽しいですか。 

○ 学校に行けない、または、行きた   

  くないと思うことがありますか。 

９０.６％ ２４.４％ ９.４％ 

※設問１～10のうち、 
１～６は、「思う」、「どちらかといえば思う」と回答した生徒の割合の合計 
７～１０は、「どちらかいえば思わない」、「思わない」と回答した生徒の割合の合計 を表す。 

生徒質問紙調査（県平均） 

（生徒質問紙調査） 

２ 平成28年度 奈良県学力・学習状況調査結果より 



奈良県教育委員会 

69.7 27.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県 

○ 生徒に学校や地域で挨拶をするよう指導していますか。 

９６.９％ 

○ 学校では、生徒のよいところを見付け、褒めていますか。 

63.7 34.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県 

９８.４％ 

（教員質問紙調査） 

２ 平成28年度 奈良県学力・学習状況調査結果より 



奈良県教育委員会 

32.1 49.4 15.4 2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県 

○ 学校全体の学力傾向や課題について、 

  他の職員と共有していますか。 

奈良県学力・学習状況調査、全国学力・学習状況調査 

自校の生徒の実態を共有 

教職員の一致した指導 

（教員質問紙調査） 

２ 平成28年度 奈良県学力・学習状況調査結果より 



（全国） 

３ 奈良県の英語教育の課題 



 

「全国学力・学習状況調査における中学校の英語の実施に関する中間まとめ」 
（文部科学省）より 



生徒の英語力 
（英検３級取得済み及びその力があると思われる生徒の割合） 

１ 千葉県 52.1% 
２ 秋田県 48.6% 
３ 東京都 47.9% 
４ 石川県 47.8% 
５ 福井県 42.7% 
６ 神奈川県 41.9% 
７ 埼玉県 41.6% 
８ 鳥取県 40.7% 
９ 群馬県 40.4% 
９ 京都府 40.4% 
25 奈良県 34.1% 

全国平均 36.6% 
平成27年度公立中学校・中等教育学校（前期課程）における英語教育実施状況調査 
（文部科学省）より 

３ 奈良県の英語教育の課題 



「全国学力・学習状況調査における中学校の英語の実施に関する中間まとめ」 
（文部科学省）より 



 

「全国学力・学習状況調査における中学校の英語の実施に関する中間まとめ」 
（文部科学省）より 



教員の外部試験取得率 
（英検準1 級、ＴＯＥＦＬ550点、ＴＯＥＩＣ730 点程度以上） 

１ 福井県 51.7% 
２ 富山県 48.7% 
３ 東京都 45.3% 
４ 石川県 41.8% 
５ 広島県 41.1% 
６ 徳島県 41.0% 
７ 神奈川 36.6% 
８ 滋賀県 35.9% 
９ 愛知県 34.5% 
10 沖縄県 34.2% 
37 奈良県 25.3% 
全国平均 30.2% 

平成27年度公立中学校・中等教育学校（前期課程）における英語教育実施状況調査 
（文部科学省）より 

３ 奈良県の英語教育の課題 



 

「全国学力・学習状況調査における中学校の英語の実施に関する中間まとめ」 
（文部科学省）より 



授業の発話の半分以上を英語で行っている教員の割合 

  １年 ２年 ３年 全学年 
１ 秋田県 88.5% 88.7% 92.3% 89.9% 
２ 石川県 84.4% 81.6% 78.1% 81.2% 
３ 香川県 81.8% 77.4% 76.7% 78.7% 
４ 岐阜県 78.2% 76.0% 77.6% 77.2% 
５ 埼玉県 74.2% 73.4% 70.7% 72.7% 
６ 栃木県 75.0% 71.6% 70.6% 72.4% 
７ 群馬県 73.0% 69.8% 70.3% 71.0% 
８ 茨城県 70.1% 70.5% 69.1% 69.9% 
９ 福井県 72.5% 69.4% 67.6% 69.8% 
10 東京都 71.7% 67.8% 68.2% 69.5% 
47 奈良県 29.5% 26.5% 22.8% 26.5% 
全国平均 58.3% 56.9% 54.8% 56.7% 

平成27年度公立中学校・中等教育学校（前期課程）における英語教育実施状況調査 
（文部科学省）より 

３ 奈良県の英語教育の課題 



 

「全国学力・学習状況調査における中学校の英語の実施に関する中間まとめ」 
（文部科学省）より 



「CAN-DOリスト」による 
学習到達目標の設定状況 

平成27年度公立中学校・中等教育学校（前期課程）における英語教育実施状況調査 
（文部科学省） 

１ 岩手県 100.0% 
１ 秋田県 100.0% 
１ 茨城県 100.0% 
１ 石川県 100.0% 
１ 福井県 100.0% 
１ 岐阜県 100.0% 
１ 鳥取県 100.0% 
１ 島根県 100.0% 
１ 山口県 100.0% 
１ 徳島県 100.0% 
１ 高知県 100.0% 
12 沖縄県 95.9% 
13 熊本県 90.4% 
43 奈良県 23.1% 

全国平均 51.1% 

３ 奈良県の英語教育の課題 



「CAN-DOリスト」による学習到達目標の設定 
 

検索！ 各中・高等学校の外国語教育における「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標設定のた
めの手引き（文部科学省）http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1332306.htm 

３ 奈良県の英語教育の課題 

○「CAN-DOリスト」とは？ 

・英語を使ってどのようなことができるのかについて、「～できる」とい
う形式で記述した学習到達目標 

・４技能について、卒業時、各学年末の到達目標として活用 

・児童・生徒に示すことで、学習到達目標を明確にする 

 

○「CAN-DOリスト」の有効性 

 

 

   

・指導者にとっては、 
  ①指導目標の具体化 
  ②指導の振り返り 
  ③学習者の評価 

・学習者にとっては、 
  ①学習目標の具体化 
  ②学習の振り返り 
  ③自己評価 

http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1332306.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1332306.htm


「全国学力・学習状況調査における中学校の英語の実施に関する中間まとめ」 
（文部科学省）より 



「全国学力・学習状況調査における中学校の英語の実施に関する中間まとめ」 
（文部科学省）より 

３ 奈良県の英語教育の課題 





全国学力・学習状況調査における中学校の英語の実施について 

調査の背景 
 ○グローバル化の進展の中での英語力の重要性の高まり 
 ○英語教育の様々な課題 
 ○英語教育のPDCAサイクルの構築の必要性 
 
 
 
 
「生徒の英語力向上推進プラン」 
 ①生徒の英語力に係る国の目標を踏まえた都道府県ごとの目標設定 
 ②「英語教育実施状況調査」に基づく都道府県別の生徒の英語力の結
果の公表 
 ③義務教育段階の中学校については、英語４技能を測定する「全国的
な学力調査」を国が新たに実施することで英語力を把握 
 ④中学校・高等学校・大学での英語力評価及び入学者選抜における英
語４技能を測定する民間の資格・検定試験の活用を、引き続き促進 
 



 〔中学〕・平成 ２７・２８年度中学３年生の英語力調査 
      （フィージビリティ調査：６万人） 
     ・ 平成２９・３０年度 調査設計・予備調査 
     ・ 平成３１年度～ 「全国的な学力調査」実施 
 

 
○全国学力・学習状況調査において実施すべく、対象とする学年につい
ては、義務教育における生徒の英語に関する学力・学習状況を把握・分
析するため、他の教科と同様に中学校第３学年の生徒を対象とする。 
 
○学校や生徒の負担を考慮すれば、国語・数学と同一日に実施する必要
がある。このため学習指導要領における１単位時間50分が標準とされて
いることを踏まえ、「聞くこと」、「読むこと」及び「書くこと」の３
技能をおおむね45分程度で実施する。「話すこと」の調査については、
３技能の調査実施後、当面は、一定程度の期間を設け、教員による対面
式での調査を短期で行う方向で検討する。特に「話すこと」の調査を含
め、採点に要する期間及び採点の質の確保を図るための期間がどの程度
必要であるか等については、調査結果の提供時期を勘案しつつ、事前研
修、調査後の検収、実施体制等の在り方について更に詳細に検討するこ
とが必要である。 



子どもたちのために、こんな授業を 

・自信をもって自分の考えや思いを発表できる授業 

・興味や関心を呼び起こす授業 

・生徒が主体的に授業に取り組む授業 

・生徒同士が関わり合う授業 

・笑顔や言葉が飛び交う授業 

・学習内容をわかりやすく理解させる授業 

・しっかりと発問や指示が伝わる授業 

・毎時間の学びを積み重ねられる授業 

・最後まで集中して取り組める授業 

・様々な児童生徒の学び方に合わせた授業 

 


